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道具の使い易さとは

n 機能

l本来の道具として役に立っているのか？
uコンセプト／設計（企画）そして技術

n デザイン
l見た目　（使う人・場所など環境に適合）

l身体的使い勝手　（人間工学的）

n 使い易さ／わかりやすさ

lいわゆるインタフェース
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インタフェースにおける使い易さ

n 楽しく、効果的に目的を解決

n ユーザが頭の中に作る
「道具に対するメンタルモデル」

が、自然なもので容易に作られる道具
にすべき。
l 機能・操作・メカニズムを分かり易くし、ターゲットユー

ザの知識・理解・行動・予測の範囲内で、且つ人間の
特性（学習やエラーなど）を考慮に入れる。

n ユーザの立場に立ったインタフェース（ユーザセンタード）

l デザイナや、技術屋などの、
勝手な、自己満足な道具にしない。
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人間とは

n 人間は間違うことがある。

n 必ずしも正確な答えをいつも出せるとは限
らない。

n 人によって、場合によって解釈が異なるこ
とは当たり前。

n 間違いは学習され正しい方向に向かう場
合が多い。

n 少ない／あいまいな情報でも処理。
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認知特性

n 万人の為の万能な認知モデルはない。
l認知モデル；人間の思考・理解など全ての認

知活動の仕組み。

n ターゲットユーザにほぼ共通しそうな特定
の操作における、
一般的な認知モデルを知るべし。

n これによりユーザの認知特性を知り、うまく
あった操作をさせるように、
　環境／機能／インタフェースを提供
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認知（思考）過程とは

n 主に頭の中で行われる情報処理過程によ
る知的機能／メカニズム

n 例えば道具を使う際に頭の中で
一体どのような処理を
しているのであろうか？

n 人間は必ずしも直感的／本能的に
行動するわけではない。

l 情報を捉えて何らかの処理を
した結果、行動する
と考えられる。

•

知
覚

•

記
憶

•

思
考

五感における
刺激
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認知過程の解明；何に役立つ？

n 頭の中での処理がしやすい道具は、
使い易い道具！
l ここでの道具とは；人間が、ある目的・問題解決の

為に使用し、目的達成に役に立つ物。
l じっくりと考えなければ使えないような道具は使い難

い！

l 何をどうすればよいのかが、すぐに分かるべき

u直感的に（アフォーダンス）
かつ論理的に（認知過程）、

u生理的特性に基づいて
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一般的な認知情報処理モデル

n 入力（知覚）→認知→出力（運動）

（
刺
激
）

外
部
環
境
か
ら
の
情
報

感覚記憶

•視覚

•聴覚

•触覚

•味覚

•臭覚

注意の

フィルタ

による

情報選択

作動記憶

検出・

特徴

分析

比較

照合

・判断

長
期
記
憶

処理資源
割り当て

リ
ハ
ー
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ル

運動反応出力
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認知過程の解析［レポート課題］

n ユーザが実際にどのような処理を頭の中
でするのかを、実験を通して調べ、道具の
使いにくさについて考える。

n プロトコル解析／内観法／観察など心理
実験により、ユーザが行っている処理を観
察（感想・想像ではない）

n 少なくともユーザがうまく操作できていない
部分に注目。それがなぜなのか？
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認知過程の解明；方法概略

n (1)内観法
l自分で操作し後で自分の行った処理を報告

n (2)操作の観察
l操作をしている人を実際に観察する

n (3)プロトコル解析（発話思考法）
l発話しながらの実験をしてそれを解析

以上は全て（心理）実験にて行う

n (4)タスク分析（操作手順の解析）
l実際の操作の手順を時間など詳細に記録
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心理実験（心理学実験）

n 実証主義に基づき、実験で得られたデータ
とその統計学的な解釈とから、特定の現象
を説明するモデルを提示し、そのモデルを
また別の実験によって検証する。

n 知りたい事実が曲げられないように、余分
な雑音などを取り除き、知りたいことが明
確に分かるように計画する。
lたった一言で、行動が変わってしまう！
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内観法(introspective method)

内観／内省法；旧来は否定されていた観測方法

n 自分自身が、頭の中で起こっている思考
過程を観察して、報告。
l通常は無意識で行っているものを、無理矢理

観測するので、客観性に乏しく、また本当の無
意識のものもある。

lよく計画された実験ならば、仮説を立てるのに
は十分に役立つ。

l観察＝報告者の感性に左右される。
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操作の観察

n 認知過程の解明には程遠いが、十分に役には
立つ。

n 単純に、本当に人間が行う操作を見ていて（繰り

返し見れるビデオの方が有利）、迷ったような所、行
動パターンなどを見て、何をしがちなのか、何が
悪いのか、などを探ることは十分に可能。
l 出来るならば、綿密に計画された実験を行うべきでは

あり、(1)内観法、(3)発話思考法をも併用するとよいが、

解析者の感性に左右される面もある。
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プロトコル解析とは(1)

n プロトコル＝発話＝「人が自分自身の知的
営みについて語ること、その記録」

n 例えば、ある道具を操作している際に、
頭の中で考えていることを、そのまま口に
出して語る。→「独り言？」

n 後で整理し、つじつまを合わせたデータが
欲しいのではない。
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プロトコル解析とは(2)

n 同時報告／発話思考法；

lその瞬間瞬間を発話で報告してもらう。

n 「頭の中を実況中継する」
l考えてしゃべるのではなく、無意識に近いレベ

ルでしゃべってもらう。

lある程度の慣れは必要。

n 得られたプロトコルを詳細且つ厳密に調査
して、ユーザの特性・認知過程を
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レポートについて（提出11/10）

n (1)内観法、(2)操作の観察（複数人対象）、も
しくは簡易的な(3)プロトコル解析によって、ま
たはこれらの複合によって、

n 身近な複合的機能を持った電化製品・電脳道
具などの認知過程を解析／解明する。

n また、一般的な法則、パターンなども探り、

n その道具の良いところ、悪いところ、そして改
善案の提案をする。
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次回予定

n 10/13; 認知過程の解析方法
及びレポートについて（概要）

n 10/20; プロトコル解析の詳細例
及びレポートについて（詳細＆具体例）

n 10/27 & 11/3; 休み

n 11/10; レポート提出


